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広報なかたね 2023.11 月号　2

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

出身者と地元在住者の交流　有終の美を飾るラストショット
第 30 回中種子ふるさと交流親善ゴルフ大会と第８回グラウンドゴルフ大会

　

本
町
出
身
者
と
地
元
在
住
者

の
交
流
を
目
的
と
す
る
「
第
30

回
中
種
子
町
ふ
る
さ
と
交
流
親

善
ゴ
ル
フ
大
会
」
と
「
第
８
回

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、

10
月
７
日
に
あ
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
は
、
種
子
島
ゴ
ル
フ
リ

ゾ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
地
元
１
０
０

人
、
出
身
者
31
人
、
計
１
３
１

人
が
参
加
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
は
太
陽
の
里
多
目
的
広
場
で

行
い
、
地
元
27
人
、
出
身
者
９
人
、

計
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
会
場
で
は
、
プ
ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
の
橋
野
寿
造
さ
ん
と

小
田
新
さ
ん
を
迎
え
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
地
元
へ
の
寄
付
金

と
し
て
各
ホ
ー
ル
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
金
を
設
け
て
お
り
、
過
去

最
高
額
の
16
万
１
２
０
４
円
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

会
場
で
は
、
活
気
あ
ふ
れ
る
プ

レ
ー
と
笑
い
声
で
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
参
加
す
る
出
身

者
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
理

由
も
あ
り
、
今
年
度
を
も
っ
て

終
幕
す
る
こ
と
と
な
り
、
有
終

の
美
を
飾
ろ
う
と
、
参
加
者
は

各
ホ
ー
ル
で
大
奮
闘
し
て
い
ま

し
た
。

　　 　　 　　

　　

グラウンドゴルフ

優勝：德永留夫

２位：石堂英夫

３位：德永純

ゴルフ ※敬称略

優勝：熊野斗真 シニア優勝　　：田邊敏春

２位：田邊敏春 ベストグロス賞：濵田博之

３位：奥田美佐夫 レディース優勝：鎌田かおり

　パーティー（会場：中央公民館　大ホール）

　ゴルフ大会（会場：種子島ゴルフリゾート）

　グラウンドゴルフ大会（会場：太陽の里　多目的広場）

　橋野寿造プロ　橋野寿造プロ 　小田新プロ　小田新プロ　村尾弘行実行委員長　村尾弘行実行委員長

　

大
会
終
了
後
は
、

地
元
と
出
身
者
の
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、

中
央
公
民
館
で
あ
り
、

近
況
報
告
や
昔
話
で

会
話
が
花
咲
く
様
子

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ

た
り
大
会
の
運
営
に

尽
力
さ
れ
た
関
係
者

に
、
感
謝
の
意
を
表

し
、
感
謝
状
授
与
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ゴルフ

前実行委員長：寺田冨雄

現実行委員長：村尾弘行

グラウンドゴルフ

前会長：大重滿朗

現会長：山口正隆



3　広報なかたね 2023.11 月号

　まちの話題　　まちの話題　

残暑吹き飛ぶ元気な声援！
秋晴れの下、町内各地で大運動会

　種子島中央高校　種子島中央高校 　南界小学校　南界小学校 　　

　油久小学校　油久小学校 　岩岡小学校　岩岡小学校 　中種子中学校　中種子中学校

　納官小学校　納官小学校 　増田小学校　増田小学校 　野間小学校　野間小学校

　

９
月
17
日
か
ら
10
月
１
日
に
か
け

て
、
町
内
各
地
で
運
動
会
や
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
、
各
会
場
は
元
気
な
声
援

で
、
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

■
中
央
保
育
所
（
９
月
16
日
）

　

か
け
っ
こ
や
大
玉
転
が
し
、
笑
顔
輝

く
親
子
で
障
害
物
競
走
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

■
野
間
幼
稚
園
（
10
月
１
日
）

　

和
太
鼓
演
奏
や
多
彩
な
表
現
の
組
み

体
操
、
親
の
愛
あ
ふ
れ
る
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
心
温
ま
る
リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

■
町
内
７
小
学
校
（
17
日
・
24
日
）

●
星
原
（
９
月
17
日
）

　

玉
入
れ
「
ど
ん
ど
ん
入
れ
る
ぞ
！
レ

モ
ン
ボ
ー
ル
は
10
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
で

笑
顔
輝
く
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

●
納
官
（
９
月
17
日
）

　

校
区
と
の
合
同
開
催
が
４
年
ぶ
り
に

実
現
し
、
か
け
っ
こ
や
輪
入
れ
、
綱
引

き
、全
児
童
・
職
員
で
踊
る
「
ミ
ッ
キ
ー

＆
ア
イ
ド
ル
」
な
ど
が
行
わ
れ
、安
心
・

安
全
に
楽
し
い
運
動
会
に
な
り
ま
し

た
。

●
増
田
（
９
月
17
日
）

　

校
区
と
の
合
同
開
催
が
４
年
ぶ
り
に

実
現
し
、
５
年
ぶ
り
に
緑
門
も
飾
り
、

短
距
離
走
を
始
め
、
火
縄
銃
演
武
や
ラ

ジ
オ
体
操
コ
ン
ク
ー
ル
の
歴
代
入
賞

チ
ー
ム
（
中
学
生
）
と
小
学
生
チ
ー
ム

の
夢
の
コ
ラ
ボ
も
あ
り
「
増
田
は
ひ
と

つ
」
で
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

●
野
間
（
９
月
24
日
）

　

伝
統
芸
能
の
ア
ッ
チ
ャ
メ
踊
り
や
大

玉
転
が
し
、
親
チ
ー
ム
を
加
え
て
の
リ

レ
ー
競
争
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
油
久
（
９
月
17
日
）

　

校
区
と
の
合
同
運
動
会
を
実
施
し
、

か
け
っ
こ
や
玉
入
れ
、
親
子
競
技
、
よ

い
ら
ー
い
き
音
頭
、
地
域
対
抗
ゲ
ー
ト

通
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
南
界
（
９
月
17
日
）

　

各
種
競
技
を
は
じ
め
、
今
年
で
開
校

１
５
０
周
年
の
節
目
を
記
念
し
て
、
専

門
家
を
招
き
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
て

子
供
た
ち
を
中
心
に
、
校
区
の
皆
さ
ん

と
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

●
岩
岡
（
９
月
17
日
）

　

校
区
と
の
合
同
開
催
が
４
年
ぶ
り
に

実
現
し
、
留
学
生
の
実
親
も
参
加
し
て
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
の
岩
岡
カ

ラ
ー
の
黄
色
が
輝
く
運
動
会
と
な
り
ま

し
た
。

■
中
種
子
中
学
校
（
９
月
10
日
）

　

各
種
リ
レ
ー
を
は
じ
め
、
色
と
り
ど

り
の
衣
装
に
身
を
包
み
気
迫
み
な
ぎ

る
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
」
な
ど
の

集
団
演
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
種
子
島
中
央
高
校
（
９
月
９
日
）

　

重
り
を
持
ち
上
げ
続
け
る
持
久
力
を

競
う
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
筋
肉
番
付
」
や
綱
引
き
、

各
種
リ
レ
ー
を
は
じ
め
、
迫
力
の
応
援

合
戦
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　中央保育所　中央保育所 　野間幼稚園　野間幼稚園 　星原小学校　星原小学校
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

100 歳の長寿を祝って表敬訪問
３人の長寿者と町長が対話

　

敬
老
の
日
を
前
に
し
た
９
月
14

日
に
、
め
で
た
く
御
年
１
０
０
歳

を
迎
え
る
３
人
の
長
寿
者
を
、
町

長
が
表
敬
訪
問
し
、
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
い
た
だ
い
た
お
祝
い
の

言
葉
と
記
念
品
の
伝
達
授
与
が
あ

り
、
町
か
ら
の
記
念
品
も
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

３
人
の
長
寿
者
は
ど
な
た
も
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
お
元
気

で
、
町
長
と
会
話
を
交
え
る
と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ご
家
族
・
ご
親
族

も
同
席
し
、
み
ん
な
で
１
０
０
歳

の
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　写真中央　大久保ナミヱさん　写真中央　大久保ナミヱさん　写真中央　潮フミさん　写真中央　潮フミさん

　写真中央　濵田ノブさん　写真中央　濵田ノブさん

かごしま国体に町ゆかりの選手が出場
炬火に中脇さん（前教育長）、剣道団体に笹川さん、星子さん、向井さん

　

昭
和
47
年
の｢

太
陽
国
体｣

以

来
、
51
年
ぶ
り
に
鹿
児
島
開
催
と

な
る
「
燃
ゆ
る
感
動　

か
ご
し
ま

国
体
」
が
、
10
月
７
日
に
鹿
児
島

市
で
開
幕
し
ま
し
た
。

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
見
守
る
中
、

開
会
式
が
盛
大
に
開
か
れ
、
県
内

全
43
市
町
村
を
巡
っ
た｢

炬
火｣

が
、
リ
レ
ー
で
繫
が
れ
点
火
台
に

と
も
さ
れ
ま
し
た
。
炬
火
で
は
、

過
去
国
体
に
出
場
し
た
経
験
を
持

ち
、
本
町
で
教
育
長
を
勤
め
た
中

脇
努
さ
ん
（
南
種
子
町
出
身
）
が
、

第
１
走
者
を
務
め
、
炬
火
の
火
を

繋
ぎ
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
か
ら
各
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
、
霧
島
市
牧
園
ア
リ
ー

ナ
で
行
わ
れ
た
剣
道
競
技
で
は
、

本
町
の
平
鍋
出
身
で
段
位
最
高

峰
の
八
段
を
持
つ
笹
川
一
文
さ
ん

（
父
：
靖
次
さ
ん
）
と
、
春
田
集
落

の
古
市
靖
子
さ
ん
の
孫
で
、
２
年
前

の
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
を
制

し
た
星
子
啓
太
さ
ん
が
、
東
京
都

代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

笹
川
さ
ん
は
成
年
男
子
団
体
戦

で
大
将
、
星
子
さ
ん
は
先
鋒
を
務

め
、
決
勝
で
は
、
鹿
児
島
県
代
表

と
の
決
戦
に
挑
み
ま
し
た
。（
結
果

は
２
位
）

　

二
人
は
警
視
庁
に
勤
務
す
る
傍

ら
日
々
研
鑽
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
年
男
子
団
体
で
は
、

池
之
向
集
落
の
向
井
了
子
さ
ん
の

孫
で
、
鹿
児
島
実
業
高
校
剣
道
部

の
向
井
隆
之
介
さ
ん
が
鹿
児
島
県

代
表
の
副
将
を
務
め
、
開
催
地
の

代
表
チ
ー
ム
優
勝
に
貢
献
し
ま
し

た
。

　

町
に
ゆ
か
り
あ
る
選
手
た
ち
の

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。

　笹川さん（大将）左二番目　笹川さん（大将）左二番目
　星子さん（先鋒）右端　星子さん（先鋒）右端
　※横断幕は地元の応援団が作成したものです　※横断幕は地元の応援団が作成したものです
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９
月
９
日
に
、
油
久
小
学
校
で

鹿
児
島
大
学
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演

奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
で
は
、
吹
奏
楽
団
が
汽

車
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
や
ヒ
ッ
ト

曲
メ
ド
レ
ー
な
ど
を
演
奏
し
、
会

場
全
体
に
は
心
地
良
い
音
楽
が
響

き
渡
り
、
児
童
や
観
覧
に
訪
れ
た

保
護
者
に
も
楽
し
げ
な
雰
囲
気
が

広
が
り
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
団
が
奏
で
る
音
楽
を

間
近
で
鑑
賞
し
、
児
童
も
吹
奏
楽

に
興
味
を
持
っ
た
様
子
で
し
た
。

鹿児島大学吹奏楽団の生演奏会
油久小学校

　

８
月
30
日
に
、
油
久
小
学
校
で

南
界
小
学
校
と
の
合
同
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
を
目
指
し
た
授
業
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
複
式
指
導

の
工
夫
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
効
果
的

な
利
用
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

合
同
研
修
会
は
、
児
童
の
さ
ら

な
る
学
力
向
上
と
充
実
し
た
学
習

指
導
に
生
か
す
た
め
の
よ
い
学
び

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

先生たちの研修会
複式学級の指導について学ぶ

　

７
月
22
日
か
ら
９
月
10
日
ま

で
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
種
子

島
の
偉
人
や
歴
史
、
伝
説
な
ど
を

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
に
よ
り
イ
ラ

ス
ト
化
し
た
夏
休
み
特
別
企
画
展

「
Ａ
Ｉ
イ
ラ
ス
ト
展
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

島
内
外
か
ら
３
７
６
人
の
入
場

が
あ
り
、
期
間
中
に
は
、
木
下
勝

氏
に
よ
る
Ａ
Ｉ
イ
ラ
ス
ト
体
験
会

を
実
施
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
76

人
の
方
が
自
身
で
想
い
描
い
た
も

の
を
Ａ
Ｉ
に
イ
ラ
ス
ト
化
し
て
も

ら
い
最
新
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
を

体
験
し
ま
し
た
。

最新ＡＩ体験
夏休み特別企画展「ＡＩイラスト展」

　

残
暑
残
る
９
月
７
日
に
、
野
間

小
学
校
の
校
庭
に
「
ゴ
ゴ
ゴ
ッ
」

と
音
と
振
動
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

上
空
に
は
白
く
長
い
ロ
ケ
ッ
ト
雲

を
吐
き
出
し
な
が
ら
、
Ｈ
２
‐
Ａ

47
号
機
が
天
高
く
打
ち
上
が
り
、

そ
の
様
子
を
運
動
会
の
練
習
中

だ
っ
た
全
校
児
童
で
見
守
り
ま
し

た
。

　

元
気
な
掛
け
声
で
運
動
会
に
向

け
練
習
に
励
む
児
童
た
ち
は
、
無

事
空
高
く
打
ち
上
が
る
ロ
ケ
ッ
ト

を
見
て
「
ロ
ケ
ッ
ト
が
上
が
っ
た
」

「
運
動
会
も
大
成
功
さ
せ
よ
う
」

と
よ
り
一
層
の
意
気
込
み
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

ロケット打ち上げを見上げて
野間小学校
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フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の
ジ
ェ
ッ
ト
チ
ャ
ー

タ
ー
便
が
10
月
13
日
に
就
航
し
、

約
80
人
の
ツ
ア
ー
客
が
種
子
島
に

降
り
立
ち
ま
し
た
。

　

空
港
で
は
、
種
子
島
空
港
利

用
促
進
協
議
会
の
関
係
者
を
は
じ

め
、
本
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ベ
ニ
ー
ち
ゃ
ん
」
が
ツ

ア
ー
客
を
出
迎
え
、
地
元
の
お
菓

子
を
配
る
な
ど
し
て
歓
迎
し
ま
し

た
。

　

歓
迎
を
受
け
た
ツ
ア
ー
客
は
、

嬉
し
そ
う
に
島
内
の
観
光
に
出
発

し
ま
し
た
。

ＦＤＡジェットチャーター便が就航
にぎわう種子島空港

　

９
月
14
日
「
10
月
学
習
」
と
し

て
保
健
セ
ン
タ
ー
で
８
人
の
学
級

生
が
調
理
実
習
を
し
ま
し
た
。

　

調
理
で
は
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ

オ
ム
レ
ツ
・
白
菜
と
里
芋
の
白

和
え
・
さ
つ
ま
汁
と
刻
む
材
料

が
多
い
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
慣
れ
た
手
つ
き
で
要
領

よ
く
こ
な
し
、
料
理
し
た
も
の

を
み
ん
な
で
会
食
し
て
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
調
理
の
前
に
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
食
中

毒
や
熱
中
症
対
策
、
口
唇
・
舌

体
操
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。

10 月学習で調理実習
どんぐり学級

交流で笑顔
パラリンピック正式種目「ボッチャ」で交流

　

９
月
15
日
に
、
中
種
子
特
別
支

援
学
校
と
種
子
島
中
央
高
校
の
生

徒
が
交
流
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
画

面
越
し
の
交
流
で
し
た
が
、
今
年

度
は
、
中
種
子
特
別
支
援
学
校
の

新
し
い
体
育
館
に
集
ま
っ
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

両
校
の
生
徒
は
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
種
目
「
ボ
ッ
チ
ャ
※
」
を
行
い
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
活
動
し
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

※
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
（
目
標
球
）
と
呼
ば
れ
る

※
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
（
目
標
球
）
と
呼
ば
れ
る

白
い
ボ
ー
ル
に
、
赤
・
青
の
そ
れ
ぞ
れ
６
球
ず

白
い
ボ
ー
ル
に
、
赤
・
青
の
そ
れ
ぞ
れ
６
球
ず

つ
の
ボ
ー
ル
を
、
投
げ
た
り
転
が
し
た
り
な
ど

つ
の
ボ
ー
ル
を
、
投
げ
た
り
転
が
し
た
り
な
ど

し
て
、
い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
競
技

し
て
、
い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
競
技

　

９
月
23
日
に
、
サ
ー
フ
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
有
名
な
竹
崎
海
岸
（
南

種
子
町
）
で
、
サ
ー
フ
ア
イ
ラ

ン
ド
種
子
島
Ｐ
Ｒ
協
議
会
に
よ

る
サ
ー
フ
ィ
ン
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

島
内
在
住
の
６
歳
か
ら
13
歳

の
子
ど
も
13
人
が
参
加
し
、
姉

弟
で
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
の
須
田

那
月
さ
ん
と
須
田
喬
士
郎
さ
ん

（
共
に
阿
曽
）
や
、
１
市
２
町
の

サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
ス
タ
ッ
フ
か

ら
指
導
を
受
け
、
サ
ー
フ
ィ
ン

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

徐
々
に
波
に
乗
り
始
め
た
子
ど

も
た
ち
は
、
光
に
き
ら
め
く
海
面

で
輝
く
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

波乗り体験「サーフィン教室」
きらめく海面に笑顔が光る
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９
月
24
日
に
、
牧
川
、
浜
津
脇

の
有
志
10
人
が
、
東
シ
ナ
海
を
一

望
で
き
る
牧
川
絶
景
地
観
覧
所
の

環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

絶
景
地
は
種
子
島
で
一
番
高
い

山
の
牧
川
十
三
番
線
の
高
台
を
整

備
し
て
お
り
、
大
隅
半
島
か
ら
馬

毛
島
、
屋
久
島
ま
で
の
壮
大
な
景

色
を
一
望
で
き
ま
す
。

　

有
志
一
同
は
、
こ
の
絶
景
ポ
イ

ン
ト
を
少
し
で
も
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
種
子
島
観

光
の
一
助
に
な
れ
ば
と
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
継
続
す
る
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

東シナ海を望む大パノラマ
牧川絶景地観覧所

　

９
月
30
日
に
、
旭
町
集
落
主

催
の
十
五
夜
綱
引
き
大
会
が
４
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
通
り
が
綱
引

き
の
参
加
者
や
見
物
客
、
出
店
の

買
い
物
客
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

十
五
夜
と
は
、
１
年
で
最
も
美

し
い
と
さ
れ
て
い
る｢

中
秋
の
名

月｣

を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
収
穫
な

ど
に
感
謝
を
す
る
行
事
で
す
。

　

集
落
長
の
内
村
邦
洋
さ
ん
は

「
４
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
、
通
り
も

に
ぎ
わ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

４年ぶり十五夜綱引き大会
旭町商店街にぎわい

　

寺
田
治
美
さ
ん
（
旭
町
）
が
、

中
種
子
町
議
会
の
同
意
を
得
て

教
育
委
員
に
就
任
（
初
）
さ
れ
、

10
月
１
日
に
辞
令
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
５
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
９
月
30
日
ま
で

で
す
。

■
中
種
子
町
教
育
委
員
名
簿

　

鎌
田　

秀
一
郎
（
田　

島
）

　

寺
田　

治
美　

 

（
旭　

町
）

　

三
宅　

昭
弘　

 

（
西
之
町
）

　

松
下　

佳
代　

 

（
浜
津
脇
）

寺田治美さんが教育委員に就任
中種子町教育委員会

　

９
月
30
日
に
姶
良
中
央
家
畜

市
場
で
第
72
回
鹿
児
島
県
畜
産

共
進
会
が
あ
り
、
本
町
か
ら
熊
毛

地
区
の
第
２
部
で
最
優
秀
賞
第
１

席
を
受
賞
し
た
、
株
式
会
社
牛
翔

の
和
牛
「
あ
ゆ
む
号
」
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
牛
翔
の
山
口
翔
舞
さ
ん
は

「
次
は
最
優
秀
賞
を
目
指
し
て
頑

張
り
た
い
」
と
今
後
へ
の
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

優秀賞を受賞　意気込み新たに
第 72 回鹿児島県畜産共進会
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地
域
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
と
、

種
子
島
観
光
大
使
の
「
離り

島と
う

閃
し
ぇ
ん

隊た
い

タ
ネ
ガ
シ
マ
ン
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

が
、
10
月
２
日
か
ら
運
行
を
開
始

し
、
同
月
10
日
に
、
星
原
小
学
校

の
児
童
が｢

星
原
小
下｣

か
ら
、

役
場
に
近
い｢

野
間｣

バ
ス
停
ま

で
の
乗
降
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

国
道
沿
い
で
手
を
上
げ
る
児
童

の
側
に
バ
ス
が
停
車
す
る
と
、
児

童
は
笑
顔
で
乗
り
込
み
、
目
的
地

で
下
車
し
て
「
タ
ネ
ガ
シ
マ
ン
か
っ

こ
い
い
」「
バ
ス
の
乗
り
心
地
が
よ

か
っ
た
」｢

他
の
色
の
バ
ス
に
も
乗

り
た
い｣

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

コミュニティバスを新デザインで運行
星原小学校の児童が笑顔で乗降

　

10
月
４
日
に
、
中
央
保
育
所
で

台
風
接
近
に
よ
る
大
雨
で
浸
水
し

た
こ
と
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
・
職
員
は
、
各
ク
ラ
ス
で

待
避
場
所
を
確
保
し
な
が
ら
、
も

し
も
の
事
態
に
備
え
た
避
難
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
非
常
用
保
存
食
「
ア
ル

フ
ァ
米
」
を
使
っ
た
わ
か
め
ご
飯

が
給
食
で
出
さ
れ
、園
児
達
は
「
お

い
し
い
」
と
に
っ
こ
り
笑
顔
を
見

せ
な
が
ら
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

もしもに備えて防災訓練
中央保育所

　

先
月
、
東
京
か
ら
友
人
が
遊
び

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
子
は
今

年
の
４
月
に
も
遊
び
に
来
て
く
れ
て

い
て
、
半
年
経
た
な
い
う
ち
に
再
来

島
し
て
く
れ
ま
し
た
。
友
人
は
サ
ー

フ
ィ
ン
が
好
き
だ
と
か
、
ロ
ケ
ッ

ト
が
好
き
だ
と
か
、「
種
子
島
っ
ぽ

い
」
こ
と
が
好
き
な
訳
で
は
な
く
、

「
居
心
地
が
良
い
か
ら
」
と
い
う
理

由
だ
け
で
お
金
を
か
け
て
種
子
島
に

来
て
く
れ
ま
す
。
今
回
は
３
泊
４
日

の
滞
在
で
、
海
で
遊
ん
だ
り
、
星

を
見
に
行
っ
た
り
、
よ
く
行
く
お
店

に
ご
飯
を
食
べ
に
行
っ
た
り
、
夫
が

作
っ
た
ピ
ザ
釜
で
ピ
ザ
パ
ー
テ
ィ
を

し
た
り
。
移
住
し
た
私
た
ち
の
日
常

が
、
東
京
に
住
む
友
人
に
と
っ
て
は

す
べ
て
が
新
鮮
な
よ
う
で
、
ず
っ
と

目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。
車
か
ら
見
え
る
見
慣
れ
た
景
色

も
、
友
人
は
す
か
さ
ず
カ
メ
ラ
を
構

え
て
景
色
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で

し
た
。
次
は
星
が
き
れ
い
に
見
え
る

冬
に
島
で
会
お
う
！
と
約
束
を
し
て

お
別
れ
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
来
て
く
れ
た
友
人
は
お
酒

が
好
き
で
、
居
酒
屋
で
い
た
だ
い
た

町
の
特
産
品
「
島
乃
泉
」
を
と
て
も

気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。「
大
山
夫

婦
は
こ
れ
か
ら
島
の
人
と
お
酒
を
呑

む
機
会
が
沢
山
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
」

と
、
去
り
際
に
1
本
ボ
ト
ル
を
入
れ

て
手
を
つ
け
ず
に
帰
っ
て
行
っ
た
格

好
い
い
友
人
で
す
。（
東
京
で
ボ
ト

ル
を
キ
ー
プ
す
る
と
い
う
感
覚
は
あ

ま
り
無
い
た
め
、
1
本
あ
れ
ば
し
ば

ら
く
呑
め
る
だ
ろ
う
と
友
人
は
思
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
後
日
数
人
で

行
っ
た
呑
み
方
で
数
時
間
で
無
く
な

り
ま
し
た
）
先
日
そ
の
友
人
か
ら
久

し
ぶ
り
に
連
絡
が
来
て
、
何
事
か
と

思
う
と
「
中
種
子
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
、
注
文
し
た
か
ら
！
」
と
の
こ
と
。

後
日
、
友
人
宅
に
届
い
た
島
乃
泉
の

写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
き
っ

と
今
頃
、
東
京
で
種
子
島
を
感
じ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
彼
の
周
り
に

は
お
酒
が
好
き
な
人
が
沢
山
い
る
の

で
、
さ
ら
に
島
乃
泉
が
広
が
っ
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

　

私
た
ち
が
移
住
し
て
半
年
経
っ

て
、
11
人
の
友
人
と
夫
の
家
族
が
遊

び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、
皆
「
種

子
島
の
フ
ァ
ン
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

島
の
美
し
い
風
景
や
食
べ
た
も
の
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
、
全
力
で
楽
し

ん
で
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と

フ
ァ
ン
が
増
え
た
ら
い
い
な
～
と
思

う
、
今
日
こ
の
頃
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山　

愛

地域おこし協力隊通信（№ 81）　
種子島のファン

　夫が作ったピザ釜でパーティ　夫が作ったピザ釜でパーティ

しましたしました
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鹿
児
島
県
社
会
人

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　

あ
い
ハ
ウ
ジ
ン
グ
松
元
ア
リ
ー
ナ

　
　
　
　
（
７
月
23
日
・
鹿
児
島
市
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▽
40
代
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　

２
位　

松
下　

康
輝
・
佳
代
（
浜
津
脇
）

※
２
人
は
、
11
月
25
日
か
ら
28
日
に
福
岡

県
で
開
催
さ
れ
る
、
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

薩
摩
川
内
市
陸
上
競
技
場

　
　
　
　
（
９
月
30
日
・
10
月
１
日
）

■
陸
上

▽
女
子
共
通
２
０
０
ｍ
決
勝

　

７
位　

德
永　

芽
菜 

（
３
年
・
旭
町
）

　

記
録　

28
秒
02

　

８
位　

山
下　

愛
蘭 

（
２
年
・
上
方
）

　

記
録　

28
秒
05

▽
女
子
共
通
４
×
１
０
０
ｍ
決
勝

　

４
位　

中
種
子
中
学
校

　

記
録　

52
秒
30

　
　
　
　

進
藤　

若
狭 

（
３
年
・
伏
之
前
）

　
　
　
　

山
下　

愛
蘭 

（
２
年
・
上
方
）

　
　
　
　

山
上　

友
菜 

（
２
年
・
中
之
町
）

　
　
　
　

德
永　

芽
菜 

（
３
年
・
旭
町
）

　EBIKEN こと蛯名健一のフルスケールバー

ジョン公演。超越した身体能力を駆使した

パフォーマンスをご覧いただけます。

　スペシャルゲストに一輪車演技グループ

“UniCircle Flow”も出演します。

■公演について

　日時　令和６年１月 12 日（金）

　開演　午後６時（開場：午後５時）

　場所　種子島こりーな

■チケット発売について

　令和５年 11 月 13 日（月）～

●入場料（税込・全席自由）

　一般：1,500 円

　高校生以下：1,000 円

※３歳未満のお子さまは

入場できません。

《チケット取り扱い》

　種子島こりーな

　てらだ書店　ほか

宝くじ文化公演　ＥＢＩＫＥＮ　ＴＨＥ　ＥＮＴＥＲＴＡＩＮＭＥＮＴ
◎お問い合わせ先　社会教育課文化係（種子島こりーな）☎㉗ 3711

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

　本町では、社会情勢の複雑な変化や事務移管等による新たな事業等を戦略をもって迅速かつ確実に執

行する体制を整備するため、下記のとおり組織の見直しを行いました。しばらくの間、ご不便をおかけ

しますが、ご理解ご協力のほどよろしくお願いします。

（課の新設・変更） （係の新設・変更）
■デジタル推進課【新設】 ■こども未来係（地域福祉課）【新設】
■自衛隊対策室【新設】 ■環境衛生係（町民課）【編入】
■町民保健課　⇒　町民課【名称変更】 ■地籍調査係（税務課）【編入】
■福祉環境課　⇒　地域福祉課【名称変更】 ■施設管理係（建設課）【編入】
■空港管理室　⇒　空港管理事務所【名称変更】 ■保健予防係　⇒　健康増進係【名称変更】
■農林水産課に農地整備課を統合【統合】 ■介護支援係　⇒　高齢者支援係【名称変更】

　詳しくは町ホームページまたは総務課までお問い合わせください。

10 月１日から町の組織が変わりました
◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 211・288
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

一般職　※（　）は異動前

遠藤　淳一郎 自衛隊対策室長（農地整備課長）新設

柳田　勝志
空港管理事務所長（空港管理室長兼空港
管理係長）

中村　広道
デジタル推進課長兼情報政策係長（企画
課電算係長）新設・昇格

竹原　はるみ
町民課健康増進係長（町民保健課感染症
対策係長）

大木田　昭人
税務課地籍調査係長（農地整備課地籍調
査係長）

前平　智明
町民課環境衛生係長（福祉環境課環境衛
生係長）

馬場　健二 水道課庶務係長（農地整備課管理係長）

向　正郎
空港管理事務所空港管理係長（総務課施
設管理係長）

浦邊　康尋 建設課施設管理係長（水道課施設係長）

黒木　信也
農林水産課農業土木係長（農地整備課整
備係長）新設

永濵　優
自衛隊対策室自衛隊対策係長（町民保健
課保健予防係長）新設

日髙　雅俊
地域福祉課こども未来係長（水道課庶務
係長）新設

松下　重文 水道課施設係長（建設課主幹）昇格

濱田　恵衣 地域福祉課保健師（町民保健課保健師）

森山　功英 農林水産課技術主査（農地整備課技術主査）

南　龍也 町民課主事（福祉環境課主事）

古市　玲奈 町民課主事（福祉環境課主事）

石堂　拳介 農林水産課主事（農地整備課主事）

大町田　知幸
デジタル推進課主事補（企画課主事補）
新設

日髙　光貴 建設課主事補（福祉環境課主事補）

田平　大輔 農林水産課主事補（農地整備課主事補）

丸根　早稀 会計課主事補（中央保育所）

日髙　大河 地域福祉課主事補（会計課主事補）

新規採用

平山　亜希子 地域福祉課主事

10 月１日付町職員の人事異動
◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 211・288

■開催日時　11 月４日（土）

　◆展示　　午前９時～

　◆式典　　午前９時 30 分

　◆即売・イベント　午前 11 時～

■開催場所　種子島中央体育館および体育館前広場

第 44 回中種子町農林漁業祭について
◎お問い合わせ先　農林水産課農村振興係☎㉗ 1111 内線 283

　種子島こりーなの空調設備更新工事に伴い、令

和６年４月１日（月）から７月 31 日（水）まで

の期間、舞台、ホールの利用ができません。

　利用者の安全を考慮しての対応ですので、ご理

解ご協力をよろしくお願いします。なお、リハー

サル室、創作室については、期間中も利用可能です。

種子島こりーな施設利用制限（利用不可）について
◎お問い合わせ先　種子島こりーな☎㉗ 3711
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公営事業特別会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ー 20.0％

　令和４年度末の地方債（借金）残高は、80 億 8,945

万円となりました。昨年度末と比較すると３億 1,190 万

円の減少となりました。

　借入の主なものは、普通交付税の財源不足分を補うた

めの借入金（臨時財政対策債）3,900 万円や、公営住宅

長寿命化対策事業 3,120 万円、緊急自然災害防止事業１

億 4,020 万円などです。
■減債基金　　　町債の返済のための積立金

■財政調整基金　財源不足を補うための積立金

■特定目的基金　特定の目的のための積立金

（ふるさと応援基金、文化スポーツ振興基金、農業振

 興基金、地域福祉基金、公共施設総合管理基金、

 再編交付金事業基金等）

主な使い道　令和４年度の主な支出について次のとおりです。

歳出内訳 事業内容 主な使い道

総務費 全般的な事務 行財政運営、財産管理、地域活性化事業、税務事務、選挙事務など

民生費 社会福祉（子ども・高齢者等）サービス業務 国保運営、子育て支援、高齢者・障がい者への支援、児童手当など

衛生費 健康増進・生活環境整備 各種検診、予防接種、ゴミ・し尿処理、新型コロナウイルスワクチン接種

農林水産業費 農林水産業の振興
農林水産業振興、畜産業振興、農道・農地等整備、地籍調査

農業資材価格高騰対策支援事業

商工費 商工業および観光業の振興
商工・観光振興、観光施設維持管理、プレミアム商品券、

宿泊応援直割事業

土木費 道路・公園・住宅の整備など 町道、町営住宅、公園等の維持管理、河川・港湾管理等

消防費 消防・防災対策 消防団運営、防災対策、避難所環境整備

教育費 教育や生涯学習の増進 町立学校運営、教育施設運営、特別教室等空調工事

公債費 地方債の返済 地方債の元金・利子支払い

その他 議会運営・災害復旧 町議会運営、災害復旧事業

※下線の事業は新型コロナウイルス感染症対策事業です。

100 億円

 80 億円

 60 億円

 40 億円

 20 億円

  0 億円

地方債残高 基金残高

　普通会計の基金（預金）残高は 38 億 7,857 万円で、

昨年度末と比較して２億 2,645 万円増加しました。

　増加の主なものは、再編交付金事業基金１億 9,436 万

円、公共施設総合管理基金 4,828 万円などです。

※一般会計は赤字額がないため「－」と表示しています。

※水道事業会計は資金不足比率がないため「－」と表示

しています。

【用語の解説】
■実質赤字比率　　　一般会計などの財政規模に対する実質赤字額の比率

■連結実質赤字比率　全会計を対象とした財政規模に対する実質赤字額および資金の不足額の比率

■実質公債費比率　　財政規模に対する借入金返済額などの比率（３年間の平均値）

■将来負担比率　　　一般会計などの借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担などの現時点での　　　

　　　　　　　　　　残高が財政規模に占める比率

会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険 11 億 5,262 万円 11 憶 2,527 万円 2,735 万円

介 護 保 険 11 憶 6,411 万円 11 憶 6,208 万円 203 万円

後期高齢者  1 億 5,168 万円  1 億 4,930 万円 238 万円

特別会計

財政健全化

区分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

本町の比率 ー ー 10.5％ 14.5％

早期健全化基準 15.00％ 20.00％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.00％ 30.00％ 35.0％ ー

79億円 83 億円 81億円

Ｒ１	 Ｒ３ Ｈ 30 Ｒ１	 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

←特定目的基金

←減債基金

←財政調基金

 40 億円

 30 億円

 20 億円

 10 億円

  0 億円

1414

８８

1616

８８

８８

1616

1212

８８

1616

９９

８８

1616

９９

８８

1616

80 億円 84 億円

Ｈ 30 Ｒ２ Ｒ４
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なかたねの財政事情
　令和４年度の一般会計と特別会計の決算をお知らせします。

入歳
　歳入総額 80億 8,135 万円（前年度比 3.4％減）、歳出総

額 79 億 8,675 万円（同 3.8％減）となり、差引額から翌

年度への繰越財源や財政調整基金への積立金などを加味

した実質単年度収支は4,612万円の赤字となりました。（下

記表参照）

　令和３年度と比較すると、新型コロナウイルス感染症

対策に関する事業費の減少などにより歳入・歳出ともに

減額となりました。

　今後も、事務事業の見直しをはじめとする行財政改革

を積極的に推進するとともに、経費全般についての節減・

合理化、受益者負担の適正化、さらなる自主財源の確保

に努め、円滑な財政運営を推進しますので、町民の皆さ

まのご理解とご協力をお願いします。

その他その他
２億 9,563 万円２億 9,563 万円

４％４％

町税町税
７億 9,754 万円７億 9,754 万円

10％10％
県支出金県支出金

９億 6,725 万円９億 6,725 万円
12％12％

町債町債
６億 5,490 万円６億 5,490 万円

８％８％

国庫支出金国庫支出金
11億 6,914 万円11億 6,914 万円

14％14％

地方交付税地方交付税
35億 3,813 万円35 億 3,813 万円

44％44％
依存財源依存財源

66億 2,505 万円66 億 2,505 万円
82％82％

自主財源自主財源
14億 5,630 万円14 億 5,630 万円

18％18％

その他その他
４億 863万円４億 863 万円
５％５％

繰入金繰入金
２億 5,013 万円２億 5,013 万円

３％３％

歳入決算総額歳入決算総額
80億 8,135 万円80 億 8,135 万円

歳 出

（目的別）（目的別）
79億 8,675 万円79 億 8,675 万円

土木費土木費
４億 9,895 万円４億 9,895 万円

６％６％

農林水産業費農林水産業費
11億 4,426 万円11億 4,426 万円

14％14％

公債費公債費
９億 8,836 万円９億 8,836 万円

12％12％

教育費教育費
７億 7,924 万円７億 7,924 万円

10％10％

衛生費衛生費
８億 4,989 万円８億 4,989 万円

11％11％

民生費民生費
15億 8,519 万円15 億 8,519 万円

20％20％

総務費総務費
13億 2,605 万円13 億 2,605 万円

17％17％

その他その他
２億 4,058 万円２億 4,058 万円

３％３％
消防費消防費

２億 4,000 万円２億 4,000 万円
３％３％

商工費商工費
３億 3,423 万円３億 3,423 万円

４％４％

歳出決算総額歳出決算総額
（性質別）（性質別）

79億 8,675 万円79 億 8,675 万円

物件費物件費
６億 9,973 万円６億 9,973 万円

９％９％

補助費等補助費等
14億 5,063 万円14 億 5,063 万円

18％18％

災害復旧費災害復旧費
１億 6,518 万円１億 6,518 万円

２％２％

普通建設事業費普通建設事業費
13億 967 万円13 億 967 万円

16％16％

公債費公債費
９億 8,836 万円９億 8,836 万円

12％12％

扶助費扶助費
８億 4,870 万円８億 4,870 万円

11％11％

人件費人件費
14億 2,353 万円14 億 2,353 万円

18％18％

その他その他
１億 2,850 万円１億 2,850 万円

２％２％
積立金積立金

４億 5,226 万円４億 5,226 万円
６％６％

繰出金繰出金
５億 2,019 万円５億 2,019 万円

６％６％

その他の経費その他の経費
32億 5,131万円32 億 5,131万円

41％41％

義務的経費義務的経費
32億 6,059 万円32 億 6,059 万円

41％41％

投資的経費投資的経費
14億 7,485 万円14 億 7,485 万円

18％18％

歳出決算総額歳出決算総額

一般会計の決算状況
区分 令和４年度 令和３年度 増減額

Ａ 歳 入 総 額 80 億 8,135 万円 83 億 6,408 万円 △２億 8,273 万円

Ｂ 歳 出 総 額 79 億 8,675 万円 83 億 577 万円 △３億 1,902 万円

Ｃ 形式収支（ＡーＢ） 9,460 万円 5,831 万円 3,629 万円

Ｄ 翌年度繰越財源 5,444 万円 1,241 万円 4,203 万円

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 4,016 万円 4,590 万円 △ 574 万円

Ｆ 単 年 度 収 支 △ 573 万円 △ 444 万円 △ 129 万円

Ｇ 積 立 金 19 万円 876 万円 △ 857 万円

Ｈ 繰 上 償 還 金 0万円 0万円 0万円

Ｉ 積立金取り崩し額 4,058 万円 0万円 4,058 万円

★
実質単年度収支

（Ｆ＋Ｇ＋ＨーＩ）
△ 4,612 万円 432 万円 △ 5,044 万円

　前年度決算額と比較し、歳入については、地方交付税が 3,928 万円（前年度比1.1％増）、県支出金が１億 6,391万円（同

20.4％増）増加した一方で、国庫支出金が１億 3,948 万円（同10.7％減）、寄附金が 1,200 万円（同15.3% 減）の減少と

なりました。

　歳出については、農林水産業費が２億 8,458 万円（同 33.1％増）、商工費が１億 5,988 万円（同 91.7％増）の増加と

なりました。一方、教育費が２億 2,608 万円（同 22.5％減）、土木費が２億 5,030 万円（同 33.4% 減）の減少となりました。

　主な増減理由としまして、プレミアム商品券発行事業の増額、タブレット学習環境整備などの減額が挙げられます。

　新型コロナウイルス感染症対策経費については、総額で約４億２千万円を支出しており、子育て世代や非課税世帯に

対する給付金事業費や物価高騰に係る支援事業費に活用されています。

【用語の解説】
■形式収支
歳入決算総額から歳出決算総額を差し引い

た歳入歳出差引額

■実質収支
形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を

控除した額

■単年度収支
当該年度における実質収支から前年度実質

収支を差し引いた額

■実質単年度収支
単年度収支から財政調整基金への積立金

を加え、同基金からの取崩し額を差し引い

た額
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地域公共交通　コミュニティバスを新規購入！
　10 月２日から運行開始！デザインは「タネガシマン」

　町内各地を路線でつなぐ地域公共交通の「コミュニティバス」を新規購入し、10月２日

から運行を開始しました。

　バスの購入台数は４台で、それぞれにイメージカラーを設け、星原・納官線を「赤色」、

十六番・増田線を「青色」、長谷・岩岡線を「黄色」長谷・岩岡線を「黄色」、坂井・油久線を「桃色」でラッピ

ングし、遠くからでもひと目で路線がわかるデザインになっています。

　また各路線のバスには、種子島観光大使の「離
り

島
とう

閃
しぇん

隊
たい※

タネガシマン」のタネガ・レッ

ド・ベニィ（赤）、タネガ・ブルウ・ジュウベェ（青）、タネガ・イエロウ・チュウタ（黄）、

花の精ふよう（桃）が、それぞれラッピングされており、見た目にも楽しく親しみやす

いデザインとなっています。※タネガシマンにおいて離島閃隊は「りとうしぇんたい」と読みます。

　利用運賃は小学生以上が 50円で、運行日は月曜日から土曜日です。（土曜日は上り便

のみ。祝祭日は運休となります。）

地域公共交通

　乗降口には、手すり　乗降口には、手すり

が設置されているほか、が設置されているほか、

足場が出るようになっ足場が出るようになっ

ており、乗り降りしやており、乗り降りしや

すい設計になっていますい設計になっていま

す。す。 ⬇⬇

　降りる際には、座席　降りる際には、座席

近くに設置されている近くに設置されている

ボタンを押してくださボタンを押してくださ

い。い。

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇
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時刻表
星原・納官線

上り（大字→市街地） 下り（市街地→大字）

停留所 月・木
火・水
金・土

停留所 月・木 火・水・金

上牧川 8:45 8:45 田上診療所 12:20 12:20
牧川 8:48 8:48 こりーな前 12:22 12:22
草之木 8:50 8:50 老人ホーム前 12:23 12:23
星原小下 8:52 8:52 保健センター 12:24 12:24
浜津脇 8:53 8:53 中種子クリニック 12:25 12:25

坂元入口 8:54 8:54 栄町 12:26 12:26
脇之川 8:55 8:55 野間 12:27 12:27
竹之川 8:56 8:56 下馬三文字 12:28 12:28
広野 8:57 8:57 西中高入口 12:29 12:29
深久保 9:03 - 池之向 12:30 12:30
上宝来 9:05 - 納官住宅前 12:32 12:32
宝来 9:10 8:59 原之里 12:34 12:34

平鍋入口 9:12 9:01 深田 12:35 12:35
平鍋 9:13 9:03 陣屋 12:36 12:36
陣屋 9:14 9:04 平鍋 12:37 12:37
深田 9:15 9:05 平鍋入口 12:39 12:39
原之里 9:16 9:06 宝来 12:41 12:41

納官住宅前 9:18 9:08 上宝来 12:46 -
池之向 9:20 9:10 深久保 12:48 -

西中高入口 9:21 9:11 広野 12:54 12:43
下馬三文字 9:22 9:12 竹之川 12:55 12:44

野間 9:23 9:13 脇之川 12:56 12:45
栄町 9:24 9:14 坂元入口 12:57 12:46

中種子クリニック 9:25 9:15 浜津脇 12:58 12:47
保健センター 9:26 9:16 星原小下 12:59 12:48
老人ホーム前 9:27 9:17 草之木 13:00 12:50
こりーな前 9:28 9:18 牧川 13:02 12:52
田上診療所 9:30 9:20 上牧川 13:05 12:55

十六番・増田線
上り（大字→市街地） 下り（市街地→大字）
停留所 月～土 停留所 月～金

浜津脇入口 8:40 田上診療所 12:25
十六番 8:41 こりーな前 12:27
二十番 8:44 老人ホーム前 12:28
原白 8:45 保健センター 12:29

池之平公民館 8:49 中種子クリニック 12:30
池之平 8:50 栄町 12:31

増田入口 8:53 野間 12:32
中之町 8:54 下馬三文字 12:33
鳥の峯 8:55 中央保育所 12:34
下ノ丸 8:56 東中高入口 12:35
郡原 8:58 田平入口 12:36
古房 9:00 大平 12:37
千草 9:01 田元 12:38

上之平 9:03 中山 12:40
中山公民館 9:05 中山公民館 12:41

中山 9:06 上之平 12:43
田元 9:08 千草 12:45
大平 9:09 古房 12:46

田平入口 9:10 郡原 12:48
東中高入口 9:11 下ノ丸 12:50
中央保育所 9:12 鳥の峯 12:51
下馬三文字 9:13 中之町 12:52

野間 9:14 増田入口 12:53
栄町 9:15 池之平 12:56

中種子クリニック 9:16 池之平公民館 12:57
保健センター 9:17 原白 13:01
老人ホーム前 9:18 二十番 13:02
こりーな前 9:19 十六番 13:05
田上診療所 9:21 浜津脇入口 13:06

長谷・岩岡線
上り（大字→市街地） 下り（市街地→大字）

停留所 月・木
火・水
金・土

停留所 月・木 火・水・金

長谷 8:45 8:45 田上診療所 12:25 12:25
坂井長谷 - 8:46 中央保育所 12:26 12:26
三本松 - 8:47 下馬三文字 12:27 12:27

中田三文字 - 8:48 野間 12:28 12:28
原尾 8:49 - 栄町 12:29 12:29
中田 - 8:49 中種子クリニック 12:30 12:30

中田橋 - 8:50 保健センター 12:31 12:31
衣之平 8:54 8:53 高峯 12:31 12:31
梶潟 9:00 8:59 満足山 12:33 12:33
屋久津 9:01 9:00 阿高磯 12:38 12:38
阿高磯 9:06 9:05 屋久津 12:43 12:43
満足山 9:11 9:10 梶潟 12:44 12:44
高峯 9:13 9:12 衣之平 12:50 12:50

保健センター 9:13 9:12 中田橋 - 12:53
中種子クリニック 9:14 9:13 中田 - 12:54

栄町 9:15 9:14 原尾 12:55 -
野間 9:16 9:15 中田三文字 - 12:55

下馬三文字 9:17 9:16 三本松 - 12:56
中央保育所 9:18 9:17 坂井長谷 - 12:57
田上診療所 9:19 9:18 長谷 12:59 12:58

坂井・油久線
上り（大字→市街地） 下り（市街地→大字）
停留所 月～土 停留所 月～金
今熊野 8:40 田上診療所 12:20
熊野 8:42 中央保育所 12:21
塩屋 8:43 下馬三文字 12:22

坂井三文字 8:48 野間 12:23
坂井 8:49 栄町 12:24
田島 8:49 中種子クリニック 12:25
南界 8:50 保健センター 12:26
田島西 8:52 老人ホーム前 12:26
輪之尾 8:54 広ヶ野 12:28
西之山 8:57 町営住宅前 12:28
御新田 8:58 油久 12:30
美座 9:00 東之園 12:32

東之園 9:01 美座 12:33
油久 9:03 御新田 12:35

町営住宅前 9:05 西之山 12:37
広ヶ野 9:05 輪之尾 12:39

老人ホーム前 9:06 田島西 12:41
保健センター 9:07 南界 12:43

中種子クリニック 9:08 田島 12:44
栄町 9:09 坂井 12:44
野間 9:10 坂井三文字 12:45

下馬三文字 9:11 塩屋 12:50
中央保育所 9:12 熊野 12:51
田上診療所 9:13 今熊野 12:53

※団体でのご利用の際には、事前に企画課☎㉗ 1111（内線 286）までご連絡ください。※団体でのご利用の際には、事前に企画課☎㉗ 1111（内線 286）までご連絡ください。

※月・木は、上宝来・深久保を通るルートです。※月・木は、上宝来・深久保を通るルートです。

※月・木は、原尾を通るルートです。※月・木は、原尾を通るルートです。
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

≪開庁日≫
■平日　午前８時 30 分から午後５時 15 分まで。

※土・日・祝日を除く。

≪時間外開庁日≫
■■毎週火曜日　11 月７・14・21・28 日　午後７時まで

■■第４日曜日　11 月 26 日　午前８時 30 分から正午まで

※日程に変更などがある場合には、防災無線など

でお知らせします。

マイナンバーカード申請・交付の開庁時間のお知らせ
◎お問い合わせ先　町民課戸籍住民係☎㉗ 1111 内線 212

事務手続き内容 変更前の窓口 変更後の窓口

離島航空割引カードの新規取得・更新など 企画課 町民課➡➡

離島カードの手続き窓口が変わります
◎お問い合わせ先　町民課戸籍住民係☎㉗ 1111 内線 214・237

年金相談所開設　予約者のみ相談を受け付けます
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 217

　ねんきん特別便など、各種年金に関する相談を受

け付けます。年金手帳や年金証書、厚生年金の経歴

に関する資料などをご持参の上、ご相談ください。

■予約締切　11 月８日（水）正午まで

■開設日時　11 月９日（木）午前９時～午後１時

■開設場所　中央公民館小会議室

　予約者のみの相談となりますので、予約や相談内

容については、上記までお問い合わせください。

　なお、代理での相談については委任状が必要にな

ります。委任状は町民課窓口で交付します。

※委任状を持参せず、代理での相談ができない事案

が多発していますので、お気を付けください。

年末調整・確定申告まで大切に保管してください

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告

において全額が社会保険料控除の対象となりま

す。その年の１月１日から 12 月 31 日までに納付

した保険料が対象です。

　この社会保険料控除を受けるためには、納付し

たことを証明する書類の添付が義務付けられてい

ます。このため令和５年１月１日から令和５年９

月 30 日までの間に国民年金保険料を納付された

方については、「社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書」が本年 11 月上旬に日本年金機構本

部から送付されます。（令和５年 10 月１日から 12

月 31 日までの間に今年はじめて国民年金保険料

を納付された方については、翌年の２月上旬に送

付されます。）年末調整や確定申告の際には必ず

この証明書（または領収書）を添付してください。

　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場

合も、ご本人の社会保険料控除に加えることがで

きますので、ご家族あてに送られた控除証明書を

添付のうえ、申告してください。

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろ

ん不慮の事故など万一のときにも心強い味方とな

る制度です。保険料の納付忘れがないようにお願

いします。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 217
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

児童虐待防止推進月間

　厚生労働省では、毎年 11 月を「児童虐待防止

推進月間」と定め、家庭や学校、地域などの社会

全般にわたり、児童虐待問題に対する深い関心と

理解を得ることができるよう、関係機関・団体な

どの協力を得て、期間中に児童虐待防止のための

広報・啓発活動など様々な取り組みを集中的に実

施しています。

女性に対する暴力をなくす運動（11月12日～25日）・

女性に対する暴力撤廃国際日（11 月 25 日）

　女性に対するあらゆる暴力を根絶するため、社

会的認識の徹底等の基盤づくりをしています。「女

性に対する暴力をなくす運動」はその取り組みの

一つであり、内閣府その他の男女共同参画推進本

部構成府省庁が主唱し、平成 13 年から実施して

いるものです。毎年11月 12日から11月 25日（女

性に対する暴力撤廃国際日）までの 2週間を運動

期間とし、国、都道府県、各市町村においてさま

ざまな関連行事や取り組みを行っています。

犯罪被害者週間（11 月 25 日～ 12 月１日）

　平成 17 年 12 月に閣議決定された「犯罪被害者

等基本計画」において、毎年、「犯罪被害者等基

本法」の成立日である 12 月 1 日以前の 1週間（11

月 25 日から 12 月 1 日まで）が「犯罪被害者週間」

と定められました。

　「犯罪被害者週間」は、期間中の集中的な啓発

事業等の実施を通じて、犯罪被害者等が置かれて

いる状況や犯罪被害者等の名誉または生活の平穏

への配慮の重要性などについて、国民の理解を深

めることを目的とするものです。

人権ってなんだろう　第23回「11月の人権に関する月間・週間・記念日」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

町税 期別 納付期限

固定資産税 ３期
11 月 30 日（木）

国民健康保険税 ４期

町税の納付期限について
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236

　11 月は下表の町税・保険料の納付期限となっています。

　納付期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も発生する場合がありますので、期限内の納付をお願

いします。すでに納付期限を過ぎた分についても、お早めの納付をお願いします。

　厚生労働省では、“国民一人ひとり、高齢期の

生活設計に思いを巡らす日”として 11( いい )月

30( みらい )日を「年金の日」としています。

　この機会にご自身の年金記録や将来の年金受給

見込額を確認し、未来の生活設計について考えて

みませんか。

　　　　　　　　ねんきんネットＱＲ➡

　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつ

でもご自身の年金記録を確認できるほか、将来の

年金受給見込額について、ご自身の年金記録を基

に様々なパターンの試算をすることもできます。

　「ねんきんネット」については、日本年金機構

のホームページまたはマイナポータルから登録す

ることで、ご利用できます。

11( いい )月 30( みらい )日は「年金の日」です。
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 217

　　　　　　　　　鹿児島北年金事務所☎ 099（225）5311
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各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

　令和６年中種子町二
は

十
た

歳
ち

のつどいを開催します。

■日時　令和６年１月３日（水）

　受付　午前 10 時

　式典　午前 11 時

■場所　種子島こりーな

■対象者
　平成 15 年４月２日～平成 16 年４月１日生まれの方

■内容　式典／記念写真撮影

■その他
　①マスクの着用は個人の判断に委ねます。

　②一般席をホール後方部に設けます。

令和６年中種子町二
は

十
た

歳
ち

のつどい
◎お問い合わせ先　社会教育課公民館係☎㉗ 1111 内線 208

　県では、産業廃棄物の不法投棄などの根絶を図

るため、毎年 11 月を「不法投棄防止強化月間」と

定めています。

　期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄

防止パトロールなどを強化しています。

　不法投棄は重大な犯罪です（５年以下の懲役、

1,000 万円以下の罰金またはこの併科。）。この機

会に一人ひとりが「不法投棄をしない。させない。

見つけたらすぐ電話を」という意識を持ち、不法

投棄のない住みよい地域をつくりましょう。

　産業廃棄物の不法投棄を発見したら、西之表保

健所までご連絡ください。

11 月は不法投棄防止強化月間です
◎お問い合わせ先　西之表保健所☎㉒ 0032

令和５年秋季全国火災予防運動！　

　「火を消して、不安を消して、つなぐ未来」

　11 月９日から 11 月 15 日までの一週間、秋季

全国火災予防運動を実施します。

　例年 11 月から全国的に火災の件数が急激に増

えます。

　火災が発生しやすい時季を迎えるにあたって、

町民の皆さまに防火防災意識や防災行動力を高め

ていただくことにより、火災の発生を防ぎ、万が

一発生した場合にも被害を最小限にとどめ、火災

から尊い命と貴重な財産を守りましょう。

いのちを守る　10 のポイント！

４つの習慣

１.寝たばこは絶対にしない、させない。

２.ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。

３.こんろを使うときは火のそばを離れない。

４. コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラ

６.グは抜く。

６つの対策

１. 火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ

６.などは安全装置の付いた機器を使用する。

２. 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器

６.を定期的に点検し、10 年を目安に交換する。

３.火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、

６.寝具、衣類およびカーテンは、防炎品を使用する。

４. 火災を小さいうちに消すために、消火器など

６.を設置し、使い方を確認しておく。

５. お年寄りや身体の不自由な人は避難経路と避

６.難方法を常に確保し備えておく。

６.防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、

６.地域ぐるみの防火対策を行う。

なかたね消防だより
◎お問い合わせ先　熊毛地区消防組合中種子分遣所☎㉗ 0119・㉗ 1039
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食生活改善推進コーナー　　　　　　　　　

ざこ（きびなご）の酢の物（２人分）

大根 130g 酢 25cc

にんじん 30g 砂糖 10g

生ざこ 60g 薄口醤油 15cc

乾燥落花生 10g 濃口醤油 8cc

塩 0.5g

１人分（エネルギー 107kcal、たんぱく質 9.2g、脂質 5.8g、食塩 2.2g）

Ａ

保健センターだより
◎お問い合わせ先

保健センター健康増進係☎㉗ 1133 FAX ㉔ 2020

メール　naka-senter@town.nakatane.kagoshima.jp

　COPD は喫煙などによる肺の慢性的な炎症で呼

吸困難になる病気です。

　重症化すると、少し動くだけでも息切れしてし

まい、さらに悪化すると呼吸不全や心不全を起こ

し、命に関わる病気です。原因の約 90％は喫煙

のため、別名「たばこ病」とも言われます。なる

べく早く禁煙することで、発症を予防し、また進

行を阻止することができます。上手に禁煙するた

めには、医療機関での禁煙治療や禁煙補助薬を利

用するのも一つの方法です。ニコチン切れの症状

を抑えることができるので比較的楽に、しかも自

力に比べて３～４倍禁煙に成功しやすくなること

がわかっています。

　息切れ、長く続くせき・

たんなど、気になる症状の

ある方は早めに、かかりつ

け医や呼吸器専門医に相談

しましょう。

息切れ、せき、たん、ひょっとしてCOPD？

「鹿児島レッドリボン月間」です
　鹿児島県では 12 月１日の「世界エイズデー」

を挟む 11 月 16 日から 12 月 15 日までを「鹿児島

レッドリボン月間」と定めています。

　西之表保健所では、この月間中に HIV の休日検

査を実施します。検査は、匿名・無料で受けるこ

とができ、時間は１時間程度です。

　検査を希望される方は、西之表保健所☎㉒

0018 までご連絡ください。

■ HIV の休日検査日時

　12 月３日（日）

　午前 10 時～正午

■検査の予約受付期限

　12 月１日（金）午後５時まで

　きびなごを使った酢の物を紹介します

広報係からお知らせ
2024 の干支「辰年」の方ご連絡ください
　来年の干支（辰年）の方の顔写真を新年

１月号に掲載紹介しています。

　辰年の方ぜひご協力ください。

※撮影期限は 12 月１日まで

◎お問い合わせ先

中種子町役場企画課広報係☎㉗ 1111（内線 259）
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石油組合中種子支部より
　　　　　　日曜日当番のお知らせ

組合加盟店 11 月 12 月

（有）和人組

中央給油センター

５日 ３日

17 日
19 日 31 日

種子島石油（株）

中種子中央給油所（畠田）

12 日 10 日

24 日
26 日 31 日

※ 12 月 31 日は全店営業

◎お問い合わせ先

（有）和人組中央給油センター☎㉔ 2255

種子島石油（株）中種子中央給油所☎㉗ 0205

令和６年の「裁判員候補者」または「検
察審査員候補者」に選ばれた皆さんへ
　それぞれの候補者は、選挙権を有する県民の

中からくじで選定されます。

　選定された候補者の方へは、11月中旬頃に「裁

判員候補者名簿への記載のお知らせ」または「検

察審査員候補者名簿への記載のお知らせ」が届

きます。

　国民が司法に参加する二つの制度です。ぜひ、

ご協力ください。なお、分からないことがありま

したら、それぞれの問合せ先へお尋ねください。

◎お問い合わせ先

●裁判員

　鹿児島地方裁判所刑事部裁判員係

　☎ 099（222）7157

●検察審査会

　鹿児島検察審査会事務局

　☎ 099（808）3719

楽しく学ぼう！ワクワク警察展
■日時　11 月５日（日）午後１時～午後３時

■場所　種子島警察署（西之表市）

■参加資格・定員　なし（子どもから大人まで大歓迎）

■事前申込　不要

■内容　警察手帳手作り体験（数量限定）、白バイ・

パトカー乗車体験、警察官の業務や採用の説明など

■特典　パトカーのペーパークラフト（数量限定配布）

◎お問い合わせ先

鹿児島県警察本部警務課採用係☎ 099（206）2220

全国一斉
　「女性の人権ホットライン」強化週間
　女性をめぐる様々な人権問題の解決を図るこ

とを目的として、「女性の人権ホットライン」

強化週間を実施します。相談内容は問いませ

ん。相談には法務局職員または人権擁護委員が

応じ、秘密は守られます。

■実施期間

　鹿児島地方法務局

　鹿児島県人権擁護委員連合会

■実施日時など

①期間

　11 月 15 日（水）～ 11 月 21 日（火）まで

②時間

　（平日）　　午前８時 30 分～午後７時まで

　（土・日）　午前 10 時～午後５時まで

※ただし、土曜日・日曜日においては、福岡法

務局人権擁護部が一括して対応します。

■電話番号

鹿児島地方法務局

全国共通ダイアル（※IP電話からは接続できません。）

☎ 0570（070）810（ｾﾞﾛﾅﾅｾﾞﾛのﾊｰﾄﾗｲﾝ）

■お問合せ先

鹿児島地方法務局人権擁護課

☎ 088（259）0684

種子島のＢ型肝炎患者の皆さんへ
　弁護士による無料相談会を実施します。

　集団予防接種によって感染したＢ型肝炎ウイル

ス患者・ご遺族に国から給付金が支給されます。

■日時・場所

① 11 月 ４ 日（土）午前 10 時～正午

 中種子町中央公民館小会議室

② 11 月 11 日（土）午前 10 時～正午

　西之表市市民会館 101 号室

★相談無料・予約不要

★給付金、医療費助成などＢ型肝炎に関するこ

とをお気軽にご相談ください。

◎お問い合わせ先

全国Ｂ型肝炎訴訟鹿児島県弁護団

岡千尋法律事務所☎㉘ 3969
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①ご存じですか「税を考える週間」
～今年のテーマは「これからの社会に向かって」～

　11月 11日から 17日までは「税を考える週間」

です。「税を考える週間」は、国民生活に深い

関わりを持っている税について、その意義（必

要性）および役割（使途）をわかりやすく説明

することにより、国民の皆さまの税に対する理

解をより深めていただくために設けています。

　なお、「税を考える週間」の実施にあわせて、

国税庁ホームページ内に「これからの社会に向

かって」をテーマとした特設ページを設け、各

種取り組みについてご紹介しますので、ぜひご

覧ください。

■国税庁ホームページ

　https://www.nta.go.jp　「国税庁」で検索

②消費税のインボイス制度説明会の開催
■開催日時　① 11 月 ９ 日（木）午後２時～４時

　　　　　　② 12 月 14 日（木）午後２時～４時

■場所　　　種子島税務署２階会議室（西之表市）

■定員　　　各日程 10 人（到達次第締め切り）

■事前予約　① 11 月 ８ 日（水）午後５時まで

　　　　　　② 12 月 13 日（水）午後５時まで

■参加費　　無料

◎お問い合わせ先

「税を考える週間」、「インボイス制度説明会」について

　種子島税務署☎㉒ 0440

※自動音声に従い「２」を選択

「インボイス制度」について

　インボイス制度電話相談センター

　フリーダイヤル（無料）☎ 0120（205）553

※受付時間は午前９時～午後５時（土日祝日を除く）

　12 月１日からの臨時職員を１人募集します。

希望者は次の要領で履歴書を提出してください。

詳細は土地改良区までお問い合わせください。

①提出期限　11 月 10 日（金）

②業務内容　一般事務

③その他　　書類選考後、面接日などを連絡します。

④提出先　　中種子町土地改良区宛

土地改良区臨時職員募集のお知らせ
◎お問い合わせ先　中種子町土地改良区☎㉗ 1111 内線 267

図書だより
88冊（一般書 42 冊、児童書 46 冊）の新刊が入りました！
●発達障害・グレーゾーンの子がグーンと伸びた

　声かけ・接し方大全（著者：小嶋悠紀）

●空き家改修の教科書

　（著者：フクイ　アサト）

●魔女と過ごした七日間（著者：東野　圭吾）

● ｢みんなと違う ｣自分を大切にする方法

　（著者：本田　秀夫）

●大雪のサバイバル（著者：ポドアルチング）

●悪魔の思考ゲーム　１　入れ替わったお母さん

　（著者：大塩　哲史）
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　５月号にて、降下した火山灰層から立切遺跡が

３万５千年以前の遺跡であることを紹介しまし

た。その火山灰層に注目して立切遺跡の土層断面

(図１）を見ると、下からⅩⅣ a層に「種Ⅲ火山灰」、

ⅩⅡ層に「種Ⅳ火山灰」、Ⅹ層に「AT 火山灰」、Ⅲ

層に「アカホヤ火山灰」の４つの火山灰層が確認

できます。

　アカホヤ火山灰は薩摩硫黄島と竹島を外輪山と

する海底火山鬼界カルデラから約 7,300 年前に噴

出、AT 火山灰は桜島をその一部とする鹿児島湾（錦

江湾）海底にある姶良カルデラから約３万年前に

噴出した火山灰です。種Ⅳ火山灰は３万５千年前、

種Ⅲ火山灰は３万８千年前の噴出物であり、その

給源についてはいまだ不明ですが、鬼界カルデラ

以南の火山から噴出したものではないかと考えら

れています。

　火山の噴火と文章では簡単に書くことができま

すが、その堆積状況から噴火のすさまじさが分か

ります。現在でも桜島や口永良部島において小規

模な噴火があり、降灰があります。2011 年の霧島

新燃岳噴火も記憶に新しいと思いますが、町や山

が覆われるほどの火砕流や火山灰の噴出はありま

せんでした。しかし、立切遺跡で確認できるアカ

ホヤ火山灰は 30 ㎝、AT 火山灰は 10 ㎝、種Ⅳ火山

灰は５㎝と厚く堆積しています。これは噴火が長

期的であり、かつ噴火と同時に高熱の火砕流・熱

風が押し寄せ、その後大量の火山灰がこの地に降

り注いだことを物語っています。これだけの大噴

火となると巨大地震や大津波も起きていたことも

考えられ、現在とは比べものにならない大災害で

あったことは間違いありません。

　度重なる大災害に当時の人々がどのように対処

していたか詳細は分かりませんが、噴火後も同じ

地に文化が築かれているということは、逃げ延び

た者がいたのかもしれません。

国史跡「立切遺跡」（令和４年 11 月 10 日指定）
◎お問い合わせ先　社会教育課文化財係☎㉗ 1111 内線 208

　図１　立切遺跡土層断面図　図１　立切遺跡土層断面図
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横
町　

山
小
田
雅
子

長
き
夜
は
古
き
ピ
ア
ノ
の
音
が
好
き

　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

岩
崎
カ
ネ
子

資
料
館
だ
よ
り
（
５
２
４
号
）

屋
久
津
の
供
養
碑

　

み
な
さ
ん
は
屋
久
津
海
岸
を

見
下
ろ
す
岩
の
上
に
建
て
ら
れ

て
い
た
石
碑
を
ご
存
じ
で
す

か
。

　

こ
の
石
碑
に
は
、

と
記
さ
れ
て
お
り
、
今
か
ら
１

７
８
年
前
の
弘
化
２
年
（
１
８

４
５
）
に
、
当
時
の
松
涛
庵
の

住
職
日
誉
が
屋
久
津
集
落
の

人
々
の
病
気
・
災
害
・
海
難
防

止
な
ど
の
供
養
の
た
め
に
建
て

ら
れ
た
供
養
碑
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

昔
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な

天
災
地
変
は
人
間
の
心
の
ゆ
る

み
や
お
ご
り
に
対
す
る
神
仏
の

い
ま
し
め
で
あ
る
と
し
て
神
仏

を
お
そ
れ
、
百
三
十
万
遍
（
一

人
一
万
遍
）
南
無
妙
法
蓮
華
経

の
お
題
目
を
唱
え
て
供
養
碑
を

建
て
、
神
仏
の
い
か
り
を
鎮
め

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
供
養

碑
が
建
立
さ
れ
て
か
ら
１
７
０

年
以
上
が
経
過
し
、
そ
の
間
地

元
の
方
々
に
よ
っ
て
修
繕
や
補

強
な
ど
を
行
っ
て
き
た
と
思
い

ま
す
が
、
供
養
碑
の
基
礎
部
分

が
経
年
劣
化
に
よ
り
脆
弱
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び

屋
久
津
の
石
碑
保
存
会
（
代
表

八
汐
廣
行
さ
ん
）
が
岩
場
南
側

の
平
坦
地
へ
移
転
す
る
こ
と
と

な
り
、
令
和
５
年
９
月
11
日
に

地
鎮
祭
を
実
施
、
９
月
末
に
は

移
転
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
屋
久
津
の
供
養
碑
は
、

休
憩
所
を
併
設
し
た
大
変
素
晴

ら
し
い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
存
会
代
表
の
八
汐
さ
ん
も
地

元
の
人
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

島
民
、
観
光
客
に
足
を
運
ん
で

も
ら
い
た
い
。
新
た
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
今
後
も
少

し
ず
つ
環
境
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　移設前　移設前

　移設後　移設後

　
　
　

老
若
男
女
百
三
十
四
人

本
因
妙
果

　
　
　

供
養
題
目
百
三
十
万
返

　

弘
化
二
乙
己
六
月
二
十
一
日

　
　
　

松
涛
庵
住
日
誉
敬
白
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Ｎ-

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
と

Ｈ-

Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
を
見
て
み
よ
う
！

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
は
、

白
い
大
き
な
Ｎ-

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
の

実
物
大
模
型
（
全
長
約
32
・
６
ｍ
、

外
径
約
２
・
４
ｍ
）
が
そ
び
え
た

ち
、
宇
宙
科
学
館
を
訪
れ
る
来
館

者
の
方
へ
の
目
印
に
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｎ-

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
は
米
国
の

デ
ル
タ
ロ
ケ
ッ
ト
の
技
術
を
導
入

し
開
発
し
た
３
段
式
ロ
ケ
ッ
ト
で
、

１
９
７
５
～
１
９
８
２
年
の
間
に

打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

宇
宙
科
学
技
術
館
に
隣
接
し
た

芝
生
広
場
に
は
、
１
９
９
４
～
１

９
９
９
年
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い

た
全
長
約
50
ｍ
の
巨
大
な
Ｈ-

Ⅱ

ロ
ケ
ッ
ト
の
実
物
大
模
型
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｈ-

Ⅱ
ロ

ケ
ッ
ト
は
全
て
日
本
の
技
術
を
使

用
し
た
初
め
て
の
「
純
国
産
」
の

ロ
ケ
ッ
ト
で
す
。
そ
し
て
宇
宙

セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
ロ
ケ
ッ
ト
ガ

レ
ー
ジ
に
は
、
Ｈ-

Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト

７
号
機
の
実
機
が
保
存
さ
れ
て
お

り
、
施
設
案
内
バ
ス
ツ
ア
ー
に
ご

参
加
い
た
だ
く
と
見
学
が
可
能
で

す
。
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
ロ
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
深
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
！
（
ツ
ア
ー
参
加

に
は
予
約
が
必
要
で
す
）

宇
宙
科
学
技
術
館

　

☎
０
９
９
７
（
２
６
）
９
２
４
４

「
＃
ス
ペ
ー
スJAPAN

を
応
援
し
よ

う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ご
紹
介

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
は
、
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
「
き
ぼ
う
」
日
本

実
験
棟
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
す

る
宇
宙
飛
行
士
や
、
有
人
宇
宙
活

動
を
最
前
線
で
支
え
る
地
上
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
ど
、
様
々
な
人

材
が
チ
ー
ム
と
し
て
集
結
し
、
日

本
代
表
と
し
て
有
人
宇
宙
活
動
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
み
続
け
て
い
ま

す
。
そ
し
て
現
在
は
古
川
聡
宇
宙

飛
行
士
が
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
長
期
滞
在
し
、

活
動
中
で
す
。

　

そ
ん
な
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
有
人
宇
宙

活
動
チ
ー
ム
『
ス
ペ
ー
ス
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
』
に
向
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
贈
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中

で
す
。

　

Ⅹ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
で

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
『
♯
ス
ペ
ー
ス
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
を
応
援
し
よ
う
』
を
つ

け
て
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

し
ょ
う
！

（
記
事
の
内
容
は
10
月
10
日
現
在
）

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

種子島宇宙センターホームページＱＲ

ページはこち
ら！

　９月世界アルツハイマー月間の期間中、「認知

症になったらこんなことをしてもらいたい」「自分

だったら認知症の方にこんなことができる」をテー

マにサロン参加者や老人クラブのみなさんにメッ

セージカードを書いてもらい展示を行いました。

■参加者の感想
・認知症について考えたり、自分の思いを伝える

きっかけになった。

・認知症についてまた話を聞いてみたい。

■メッセージカードの内容
・いつまでもサロンのみんなと集まりたい

・話を聞いてもらいたい

・優しく声をかけてその方の支えになりたい

・笑顔で声かけ

　地域包括支援センターでは認知症に関する相談

を受けています。お気軽にご相談ください。

『アルツハイマーデー企画展示』を行いました

地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先

地域包括支援センター☎㉗ 1223

　10月１日に地域包括支援センターが、中央公民館から役場庁舎内に
引っ越しました！介護や認知症のことなど、お気軽にご相談ください。

N-１ロケットの
実物大模型

　『#スペー
ス JAPANを
応援しよう』
キャンペーン
解説
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公立病院だより　公立種子島病院　臨床検査技師　上加世田宜樹　☎㉖ 1230

　

皆
さ
ま
が
来
院
さ
れ
て
、
採
血

さ
れ
た
後
、
尿
を
出
さ
れ
た
後
、

結
構
長
い
時
間
お
待
ち
に
な
り
ま

す
ね
。
今
回
は
そ
ん
な
待
ち
時
間

の
1
つ
、
検
査
に
か
か
る
時
間
に

つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
血
液
の
検
査
に
つ
い
て
、

血
液
の
検
査
は
大
き
く
分
け
て
２

つ
あ
り
ま
す
。
病
院
内
で
行
う

検
査
と
外
部
に
委
託
す
る
検
査
で

す
。
委
託
し
た
分
は
次
の
来
院
時

に
結
果
を
聞
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

皆
さ
ま
が
待
つ
こ
と
に
な
る
病

院
の
血
液
検
査
は
５
つ
。
１
つ
め

末
梢
血
液
、
こ
れ
は
貧
血
に
関
す

る
赤
血
球
、
感
染
症
や
炎
症
に
関

す
る
白
血
球
、
血
の
止
ま
り
方

に
関
す
る
血
小
板
、
こ
れ
ら
の
数

や
種
類
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
こ

の
検
査
は
血
液
が
届
い
て
直
ぐ
に

行
え
る
の
で
数
分
で
結
果
が
出
ま

す
。
２
つ
め
身
体
の
状
態
を
調
べ

る
生
化
学
、
ま
ず
血
液
が
届
く
と

固
ま
る
ま
で
５
～
20
分
ほ
ど
待
ち

ま
す
。（
個
人
差
が
あ
り
ま
す
）
固

ま
っ
た
ら
遠
心
に
６
～
７
分
、
そ

こ
か
ら
電
解
質
（
体
の
維
持
に
必

要
な
ミ
ネ
ラ
ル
）
の
検
査
が
加
わ

る
と
さ
ら
に
数
分
、こ
れ
が
終
わ
っ

て
よ
う
や
く
生
化
学
検
査
に
入
り

ま
す
。
お
お
よ
そ
20
分
ほ
ど
、
合

計
で
小
一
時
間
に
な
り
ま
す
。
３

つ
め
は
血
液
の
固
ま
り
方
を
調
べ

る
検
査
、
こ
れ
は
10
数
分
か
か
り

ま
す
。
４
つ
め
に
肝
炎
な
ど
の
感

染
症
を
調
べ
る
検
査
、
こ
れ
は
20

分
ほ
ど
で
す
。

　

５
つ
め
血
液
型
や
輸
血
の
検
査
、

こ
れ
ら
の
検
査
は
そ
れ
ぞ
れ
30
分

か
ら
１
時
間
前
後
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
基
本
的
な
末
梢
血
液

と
生
化
学
の
検
査
だ
け
で
も
早
く
て

30
～
40
分
ほ
ど
の
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
で
す
が
不
運
に
も
血
球
が
壊
れ

て
し
ま
っ
た
場
合
、
適
量
で
な
か
っ

た
場
合
は
、
採
血
か
ら
の
採
り
直
し

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
検
査
の
途
中
で

血
液
が
固
ま
っ
た
と
き
も
、
も
う
少

し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
し
て
尿

の
検
査
で
す
が
、
一
般
的
な
検
査
が

数
分
、詳
し
い
検
査
が
10
数
分
で
す
。

で
す
が
実
際
に
は
血
液
検
査
の
合
間

に
尿
検
査
を
行
い
ま
す
か
ら
も
っ
と

多
く
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

最
後
に
血
液
や
尿
の
検
査
は
相
応

の
時
間
を
要
し
て
結
果
が
出
る
と
お

考
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

検査の時間

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午後２時～５時

【受付】
　午前８時 30分
～午後４時 00分

小児科 德永 德永 （野田） 德永
鹿児島大学派遣医師・
德永（循環器・
発達・その他）

内科

藤原 鹿児島大学派遣医師 （野田） 藤原 小栁

（野田） （野田） １日・15 日・22 日
午後休診 （野田）

小栁 ８日・29 日
　予約患者のみ 小栁

眼科
鹿児島大学眼科
６ ～ ７ 日
20 ～ 21 日

毎週
鹿児島大学
耳鼻咽喉科 消化器内科

カメラ検査

耳鼻咽喉科

消化器内科

整形外科 中島

リウマチ科 ２日・16 日

※野田先生の診療日　11 月６日（月）午後～ 10 日（金）午前・27 日（月）午後～ 12 月１日（金）午前
※ 11 月５日（日）は当番医　　※ 11 月１日（水）、15 日（水）、22 日（水）午後の外来診療は休診となります。
※ 11 月８日（水）、29 日（水）午後の外来診療は予約患者のみの診療となります。

■公立種子島病院の診療情報　火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず来院前に電話でお問い合わせをお願いします。

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午前９時～正午

【受付】
　午前７時 30分
～午前 11 時 00 分

小児科 鹿児島大学派遣医師 德永 （野田） 德永・
鹿児島大学派遣医師

内科

藤原 德永 德永 藤原 德永

小栁 （野田） （野田） （野田） （野田）

小栁 小栁 藤原（ペイン外来）

眼科
鹿児島大学眼科
６ ～ ７ 日
20 ～ 21 日

毎週
鹿児島大学
耳鼻咽喉科 消化器内科

カメラ検査

耳鼻咽喉科

消化器内科

整形外科 毎週 中島

リウマチ科 整形医師 ２日・16 日

午前の部

午後の部
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戸 籍 の 窓
令和５年９月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

9/ 5 西村　颯
はや

将
と

宗史郎・美里 本村出身

9/ 9 松岡　宏
こう

之
の

助
すけ

拓郎・朗代 中　山

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

9/ 2 下田　徹夫 下　田 81 歳

9/ 3 脇田　光夫 田　島 96 歳

9/ 9 重野　繁俊 伏之前 92 歳

9/12 八汐　勝 伏之前 66 歳

9/14 新留　スミ子 旭　町 93 歳

9/17 德永　ハルミ 南界園 93 歳

9/22 榎本　良子 高　峯 83 歳

婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,343 人 (-14) 出生 2人

男　性 3,520 人 ( -3) 死亡 9人

女　性 3,823 人 (-11) 転入 12 人

世帯数 4,108 戸 ( -5) 転出 19 人

※（　）は前月との比較（９月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　９月中

火　事 0件 うち建物 0件

救　急 35 件 うち急病 23 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 ( 0) 3 件 ( +2)

死 者 数 0件 ( 0) 0 件 (  0)

負傷者数 0件 ( 0) 3 件 ( +2)

※令和５年９月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

進藤　馨　　(伏之前 )　徳永　正洋　(上之城 )

新留　勇二　(旭　町 )　榎本　和男　(高　峯 )

前平　孝文　(伊　原 )　八汐　みゆき (伏之前 )

濵脇　時則　(下　田 )　重野　キミ子 (伏之前 )

赤い羽根共同募金運動のお願い
　10 月 1 日から全国一斉に共同募金運動が始ま

り、12 月には歳末助け合い募金が行われます。

ご寄附いただいた募金は、県内や町内の社会福祉

活動の支えとなり、みんなで助け合う住みよい地

域づくりや誰もが安心して暮らせるまちづくりに

役立てられます。皆さまのあたたかい気持ちをお

寄せくださいますよう、よろしくお願いします。

◎お問い合わせ先

　中種子町共同募金委員会☎㉗ 1845

ホームページ Facebook

Instagram

種子島中種子
町役場企画課

中種子町地域
おこし協力隊

中種子町役場

LINE

中種子町

中種子町広報活動ツールのご紹介

　町広報では、ホームページや Facebook、

Instagram、LINE などの SNS（ソーシャルネッ

トワーキングサービス）を活用し、町の情報

発信を行っています。ぜひご確認ください。

※ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの登

録商標です。
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こども未来係　カレンダー
保健センターで実施

日 行　事

８（水）乳幼児健診

９（木）ぽかぽか教室 13:00 ～

10（金）
乳幼児健診
母子手帳交付 13:00 ～

22（水）すこやかマタニティ教室 18:00 ～

24（金）
乳幼児健診
母子手帳交付 13:00 ～

乳幼児健診
保健センターで実施

受付時間 対象者 対象月齢

８（水）
12:45～ 13:00

５ 歳 児 H3 0 . 9 . 1 ～ H 3 0 . 1 0 . 3 1

10　（金）
 9:00 ～ 9:15

３～５ヶ月児 R 5 . 7 . 1 ～ R 5 . 7 . 3 1

10（金）
 9：15 ～ 9:30

６～ 8 ヶ月児 R 5 . 4 . 1 ～ R 5 . 4 . 3 0

24（金）
 9:00 ～ 9:15

９～ 11 ヶ月児 R 5 . 1 . 1 ～ R 5 . 1 . 3 0

24（金）
 9:15 ～ 9:30

２ 歳 児 R3.9.1 ～ R3.10.31

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

２（木）
幼児学級（２～４歳）
芋掘り

中央保育所

６（月）
幼児学級（１歳）
散歩

福祉センター

７（火）
赤ちゃん教室（１歳未満）
散歩

福祉センター

14（火）
幼児学級（２～４歳）
小麦粉粘土

福祉センター

17（金）
幼児学級（１歳）
小麦粉粘土

福祉センター

21（火）
赤ちゃん教室（１歳未満）
音あそび

福祉センター

中央保育所園庭開放日
※第２・４月曜日　13 日・27 日（10:30 ～ 12:00）
　活動への参加など、詳しくは「子育て支援センター
おひさま」☎㉗ 0031（中央保育所内）までお問い
合わせください。

「なかたねお知らせ版」　11 月 1 日～ 30 日

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

３（金） 種子島医療センター ☎㉒ 0960

５（日） 公立種子島病院 ☎㉖ 1230

12（日） 種子島医療センター ☎㉒ 0960

19（日） 中種子クリニック ☎㉗ 3222

23（木） 種子島医療センター ☎㉒ 0960

26（日） 種子島医療センター ☎㉒ 0960

行事・イベントなど
日 行　事

２（木）
第 46 回町民文化祭　展示（～４日）
種子島こりーな

３（金）
第 46 回町民文化祭　舞台発表
種子島こりーな

４（土）
第 43 回中種子町農林漁業祭
種子島中央体育館

11（土）土曜授業

12（日）
・第 47 回町内駅伝競走大会
・壮年バレーボール大会

13（月）よろず支援拠点定期相談会　9:00 ～

17（金）どんぐり学級

18（土）チャレンジキッズ（ボッチャ大会）

25（土）中央公民館図書室おはなし会 10:30 ～

26（日）第 57 回種子島相撲大会（中種子会場）

リンクのひろば
日 時間 場所

25（土） 9:00 ～ 12:00 大ホール

※０歳から未就学児程度の子どもとその保護者が利用

できるひろばです。詳しくは地域福祉課☎㉗ 1111（内

線 280）までお問い合わせください。

定期予防接種医療機関日程
病院・医院名 接種曜日 対応時間

田上診療所 月・金曜日 14:00 ～ 16:00

種子島医療センター 月～土曜日 14:00 ～ 16:00

公立種子島病院 金曜日 16:00 ～ 17:00

高岡医院
（３歳以上）

月～金曜日 15:00 ～ 16:30

土曜日  9:00 ～ 11:00

【ワクチンの種類】
●二種混合　１（水）～ 11（土）
　　　　　　　３　（金）は休み
●日本脳炎　13（月）～ 30（木）
　　　　　　　23　（木）は休み

※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご
　予約をお願いします。
※詳しい事については、地域福祉課
　こども未来係までお問い合わせください。
　　町ホームページ「予防接種について」➡
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島の四季彩 ケイトウ（ヒユ科）

【漢字表記】鶏頭
【別名】セロシア (学名の属名 )
【原産地】熱帯アジア
【栽培適地】日当たりよく、排水良好な場所
【繫殖法】実生
　ケイトウとは鶏頭のことで、鶏のとさかのことを指
し、花穂の形状に由来します。中国から渡来し、奈良
時代には観賞用として栽培されていたと言われていま
す。ケイトウ属の１年草で、茎は直上し、太くて軟ら

かく、葉は互生し、夏～秋に茎頂に花序を形成します。
花序の形状から、トサカケイトウ、タマケイトウ、ウ
モウケイトウ、ヤリケイトウなどの園芸品種があり、
色は赤色が一般的ですが、ピンク色、黄色、白なども
あります。しばしば帰化している状況が見られるノゲ
イトウは、ケイトウの原種ではないかとも言われ、ケ
イトウの母種にされています。一方、葉が美しくて観
賞の対象となっているハゲイトウはケイトウ ( ケイト
ウ属 ) とは異なるヒユ属で、インド原産です。畑の雑
草になっているイヌビユやアオビユなどと同属です。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子屋久高速船株式会社
西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・月は 6時～ 17 時
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・日・祝日は休み
臨時休業により来店される際は、営業日の確認をお願いします

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）　　　
ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
　https://www.tykousoku.jp/

ＱＲコード検索➡

公式 Twitter
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。

インボイス制度により

10 月 １ 日 か ら 価 格

変 更 い た し ま し た。

襖・障子・網戸の張替え

これまでの価格に消費税
10％を含んだ金額になり

ます。宅配食事について

も１食 500 円から 540 円
（税込）価格となります。

詳細については、就労支援
センターあかつき工房ま

でお問い合わせください。

就労支援センターあかつき工房
TEL　0997-27-0777

FAX　0997-24-2300


